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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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使用上の注意事項

（1）微細加工 CMOSプロセスを使用していますので，静電気などの過大入力にご注意願います。

（2）グラウンド・パターンは極力広く取り，接地インピーダンスを小さくしてください。

特に各グラウンド端子はインピーダンス差が生じないように短く配線してください。

（3）VDD端子にはバイパス・コンデンサを挿入してください。

（4）各信号端子は，カップリング・コンデンサ等で DCカットしてください。

（5）ループフィルタはご使用になる VCOの感度にあわせて設計してください。

（6）VCO信号の無入力時は，パワーセーブ状態にしてください。

　本書は本製品の一般的なアプリケーションの概要すなわち，ループフィルタなど本製品に直接必要な外付け回

路設計の考え方を一例として紹介するものです。本製品の保証としてはデータシートに規定している品質・特性

であり，お客様の製品設計や応用に対して弊社は責任を負うものではないためです。

　掲載の周辺回路は，本製品の動作評価のための一例であり，周辺回路形式や定数を推奨したり規定するもので

はありません。また応用システムの量産設計を対象とするものでもありません。というのは，ご使用になる外付

け部品，実装パターン等により PLL周波数シンセサイザの応用特性は変化するためです。

　したがいまして，本書を参考にしてご計画のシステム要求特性に合わせてお客様の責において外付け回路を設

計され，その応用回路特性をご確認の上ご使用いただきますようお願いいたします。
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1．まえがき

　ポケットベルの愛称で親しまれているページャは，日本ではビジネス・ユースから学生のコミュニケーション・ツ

ールへと生活に浸透していきました。また，そのシステムも利用者の拡大のため FLEX-TD など新たなシステムが出

現してきました。

　本アプリケーションノートは，ページャの周波数選局を行うローカル周波数を制御する PLL方式の周波数シンセサ

イザ LSI m PD2845GRの応用設計例を説明します。

　なお，各製品の製品規格・仕様およびその条件につきましてはデータシートをご覧ください。

2．製品概要

　m PD2845GRはページャ用 PLL周波数シンセサイザとして開発した LSIです。本 LSIは低電圧 CMOSプロセスに

より生産しており，1 V, 1.3 mATYPで動作します。またパワーセーブ機能を内蔵しているため待ち受け時の間欠制御

が可能です。リセット機能を使うことによりコントロール・データを入力しなくても PLLループによる VCO周波数

制御が可能です。パッケージは高密度・面実装に最適な 16ピン・プラスチック SSOP（225 mil）です。

特　　徴

（1）動作入力周波数：fin = 10 MHz～94 MHz, 基準発振周波数：fxtal = 12.8 MHz

（2）動作電圧：VDD1 = 1.00 V～1.15 V＠fin = 10 MHz～70 MHz

VDD1 = 1.05 V～1.15 V＠fin = 10 MHz～94 MHz

（3）内蔵チャージポンプの電源電圧：VDD2 = 3.0 V±300 mV

（4）消費電流：IDD = 1.3 mATYP＠fin = 70 MHz, fxtal = 12.8 MHz

（5）パワーセーブ機能により間欠制御が可能（間欠制御時もデータ書き込みが可能）

（6）リセット機能によりデータの書き込みをしなくても初期データ設定にて PLL動作が可能。

（7）高密度・面実装に最適なパッケージ：16ピン・プラスチック SSOP（225 mil）

（8）内蔵チャージポンプ出力の他に外付けチャージポンプ用出力を用意：ループフィルタの設計が自由

3．応用設計方法

3.1　マルチプライヤ PLL におけるカウント・データの算出

　本 LSIは CMOSプロセスのため上限動作周波数は 94 MHzとなっています。したがって 150 MHz～300 MHzで使

用するには VCO発振周波数を逓倍した信号をローカルとするマルチプライヤ PLL方式が用いられます。Nカウント

（NT），リファレンス・カウント（RT）データの算出方については，データシートにも記載しておりますが，位相比

較周波数（fr）が分数周波数となるケースもあるため，ここにさらにわかりやすく説明します。マルチプライヤ PLL

の場合，周波数シンセサイザの位相比較周波数（fr）の逓倍（m）がシステムのステップ周波数（fstep）となるため，

カウント数の計算式は下記のようになります。

f
f

m
Hz

f

NT

f

RT
f Hz

f

NT

f

RT

f

m

r
step

vco xtal
r

vco xtal step

=

= =

\ = =

　　　　（ ）

　 （ ）
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したがって

NT
f

f
m

vco

step
= × ･････････ VCO側のトータル Nカウント数

RT
f

f
m

xtal

step
= × ･････････ 基準 X’tal発振側のトータル・リファレンス・カウント数

　このように求められたカウント数 NT，RT は整数となりますので，データシートに示すように単純に 10 進数から

バイナリ・コード（2進数）に変換することによりカウント・データが求められます。

3.2　ループ・フィルタの設計

　PLL シンセサイザの理論体系については一般の文献に記述されていますが，ここでは本 IC のループ・フィルタの

設計に必要な理論式とそれにより得られる PLL特性とを m PD2845GRと関連させながらご説明したいと思います。

　ループ・フィルタの設計手順としては，使用する VCO，位相比較器により決定する PLLブロック・パラメータと，

システム上要求される C/Nやロックアップ・タイムから決定したダンピング・ファクタおよび自然角周波数のような

PLLループ・パラメータとによりループ・フィルタ回路定数をまず算出します。その後，実験によりボード上の配線

インピーダンス等の影響を含んだ特性をモニタしながら，サイドバンド抑圧フィルタ等を付加したり，回路定数を見

直しながら特性を調整する方針で行います。

　m PD2845GRでは内蔵チャージポンプにてパッシブ・フィルタを外付けすることで外付けの少ないループを組むこ

とができるので，第 4章ではパッシブ・フィルタでの設計例を述べていきます。（また本 LSIは電圧出力タイプのた

め，内部チャージポンプの出力換算抵抗値は 0 Wです。）

ループ・フィルタの設計に必要なパラメータ

・PLLブロック・パラメータ：位相比較器の利得 Kf，VCO感度 KV，Nカウント数 NT

・PLLループ・パラメータ　：ダンピング・ファクタz，自然角周波数w n

　（1）ループ・フィルタ回路定数とパラメータの関係

　ループ・フィルタの回路定数の計算式は各形式ごとにその伝達関数から一般に下記に示されます。
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図 3－1　アクティブ・ラグリード・フィルタアクティブ・ラグリード・フィルタの場合

カウント数の計算式

図 3－2　パッシブ・ラグ・フィルタパッシブ・ラグ・フィルタの回路の場合
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　以上の式に示すように使用する位相比較器，VCO により決まる Kf，KV，N および，ロックアップタイムを基

準として，PLLループ安定度により設定したzとw nとの関係から計算によりループ・フィルタの回路定数が求め

られることになります。

　以降にそれぞれのパラメータの求め方を説明していきます。

　（2）PLL ブロック・パラメータの求め方（Kff，KV，N）

　PLLブロックの各特性式は次のようになります。

　
－
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=
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× 　　　　　 （ ・ ）2p / sec

N
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f R
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ref
=

/
　　　　　　　（単位なし）

　（3）PLL ループ・パラメータの求め方（zz，ww n）

　PLLループ・パラメータとしてw nとzがあります。w nは自然角周波数であり，系を持続発振させた場合（z = 0）

の振動角周波数です。この値によってリファレンス・スプリアス frの抑圧度や変調特性が決定します。z はダン

ピング・ファクタと呼ばれるフィルタの減衰定数であり，オーバシュート，ロックアップ・タイム，ループ安定

度，ステップ応答など 2次系の過渡応答を決定するパラメータです。

　zの決定は定常状態ではz = 0.5～1程度に選ぶのが最良とされています。一般にはz = 0.7付近とすることが多

いようです。

　またw nの決定は収束したと判断する周波数誤差をもとに周波数ステップ入力に対する誤差応答の式からw ntを算

出し，最大可変周波数範囲でのロックアップ・タイムの目標値から求めることができます。

　ここで±fe（Hz）に収束するとみなす場合，±fe（Hz）の周波数誤差 e（t）を求めます。

　±fe（Hz）の VCO制御電圧は

Ve
fe

K
V

V
=
2p×（± ）

　（ ）

図 3－3　パッシブ・ラグリード・フィルタパッシブ・ラグリード・フィルタの場合

位相比較器の変換利得

＊近似式

VCOの感度

Nカウント数（VCO入力信号の分周数）
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　したがって周波数誤差は

e t
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½ ½
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f f
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　周波数可変範囲 Dwは

Dw
D
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　（ ）
f

N
rad / sec

　周波数ステップ入力に対する誤差応答はフィルタの形式により異なります。それぞれのフィルタ形式ごとに式を

示します。
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　パッシブ・ラグリードフィルタでは，ループゲイン K（= Kf・KV）が非常に大きい場合はアクティブ・ラグリー

ド・フィルタを使ったときと等価になり，K = w n/2zの場合はパッシブ・ラグ・フィルタを使ったときと等価にな

ります。

　システムによりDw，±feがわかればzを決め，周波数誤差内に収束する最小のw ntを誤差応答の式を用いて次の

関係が成立するように求めます。

e t
fe

K K
rad

V

（）≦
・
・

（ ）
2p

f

　w ntが求まるとシステム目標のロックアップ・タイムに応じてw nが算出できます。

　ここでループフィルタの設計指針をまとめると次のようになります。

アクティブ・ラグリード・フィルタの誤差応答

パッシブ・ラグ・フィルタの誤差応答
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・PLLブロック・パラメータ→一般的な特性式から求める。

　　位相比較器の利得 Kf，VCO感度 KV，Nカウント数 N

　　（ループゲイン K = Kf×KV，ループフィルタ利得 KF）

・PLLループ・パラメータ→逆ラプラス変換で導かれた誤差応答式から求める。

　　ダンピング・ファクタz，自然角周波数w n

・システム的なパラメータ→システムにより決定。

　　ロックアップ・タイム t（リファレンス・カウント数 R）

　フィルタ回路定数→ラプラス変換で導かれた関係式を公式として使う。

　　　R，C

3.3　X’tal 発振回路の設計

　X’tal発振回路は，LSIのバラツキ以外にご使用の X’tal発振子や外付けコンデンサ容量値などの特性により発振周波

数が変動するため，一般に外付け容量としてトリマコンデンサを使用して発振周波数の調整をします。

図 3－4　X’tal 発振回路の外付け例

10 pF
*

10 pF

12.8 MHz

X'tal

XIXO

3.4　電源ラインの付線分け

　PLL回路は一般に外部からのノイズによりそのループ波形に影響を及ぼす場合があります。したがって VDD1，VDD2

および VCO の電源ラインには各回路の周波数に応じたバイパス・コンデンサを外付けしてその周波数帯のインピー

ダンスを下げてください。またこれら各電源ラインは付線分けを施し，べたグラウンドにするなどし，独立にしてノ

イズの回り込みの対策を行ってください。

ループフィルタの設計指針
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4．応用回路例と特性

4.1　応用回路例の構成

　m PD2845GRの応用回路例としてページャの周波数シンセサイザ・ブロックを構成しました。図 4－1に回路図を

示します（付録（1）に基板実装例を掲載）。本回路は以下の仕様にあわせて回路定数を決定しました。

① 3逓倍のマルチプライヤ PLL方式を想定。

② RF150 MHzのダイレクト・コンバージョンを想定し VCOの原振周波数を 50 MHzに設定。

③ RFのステップ周波数は 25 kHzとし，VCOの原振周波数を制御する PLLの位相比較周波数はシステムのステッ

プ周波数をキープするためその逓倍数分の 1とした。

④ループフィルタはパッシブフィルタで，上記原振周波数の VCOを PLL制御の際，リファレンス・スプリアスと

の C/N比が 60 dBc以上を目標としました。

⑤ PLL・LSI が常時 ON している状態で，パワーセーブ端子と VCO 電源をつなぐことにより間欠動作させる使い

方を想定し，VCOの OFFから ONへの立ち上がり時のロックアップ・タイムを 20 ms（＠±300 Hz収束時）以

下を目標としました。

　本応用回路例では VCOおよび逓倍回路用のトランジスタ素子には 2SC3585を使っています。また VCOのバラク

タ・ダイオードには 1SV213 注を使用しました。

　（注：1SV213を含む NEC製バラクタ・ダイオードは全品種廃止のため他社相当品をご検討願います。）

図 4－1　ページャ用 PLL 周波数シンセサイザ LSI mm PD2845GR応用回路例
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　本応用回路例では VDD1 = 1.15 V，VDD2 = VCC（VCO）= 3.0 Vとし，VCO制御電圧が約 1.5 Vで 50 MHzとなるよう

にまず VCOを設計しました。設計した VCOの感度特性 KVすなわち発振周波数 vs. 制御電圧および発振レベルを図
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4－2に示します。このように VCO制御電圧的にも目標を満たしており，また発振レベルも全体域で－6～－3.5 dBm

＠ZL = 50 Wでありm PD2845GRのプリスケーラ入力振幅 200 mVP－P～VDD1（－10 dBm以上＠ZL = 50 W）を満足し

ています。

　つぎに設計した VCO の感度特性との関係からループフィルタを設計することにしました。また回路設計と並行し

てプログラム設計を行いました。

図 4－2　VCOの発振周波数 vs. 制御電圧および発振レベル（原振モニタによる）
制
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 V
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　PLLの位相比較周波数を 25 kHz÷3とするため，下記の式で Nカウント数 NTとリファレンス・カウント数 RTを

算出しました。

NT
f

f
m

MHz

kHz

RT
f

f
m

MHz

kHz

vco

step

xtal

step

= = =

= = =

× ×

× ×

50

25
3 6000

12 8

25
3 1536

.

　ループフィルタは内蔵チャージポンプを使用したパッシブ・フィルタ 2段にて構成することにし，ロックアップタ

イム等を決定する初段をラグリード・フィルタ，次段のスプリアス抑圧フィルタとしてラグ・フィルタを挿入する形

式としました。

　以上の条件から求められる PLLブロック・パラメータは

①位相比較器の利得：Kf = 3.0 V÷(4p)= 0.239（V/rad）

② VCO感度 ：KV = (54.3－48.7 MHz)×2p ÷(3 V)

= 11.7×106(rad/V・sec)

③ Nカウント数 ：N = 6000

　PLLパラメータz, w nを求めていきます。

±300 Hzの周波数誤差応答 e(t)は

　e(t)±300 Hz = (2p・300 Hz)÷(0.239・11.7×106) = 6.74×10－4（rad）
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周波数可変範囲Dwは

　Dw = 2p・(54.3－48.7 MHz)÷6000 = 5864（rad/sec）

フィルタ形式はパッシブ・ラグリード・フィルタを用いるため，以下の公式が成り立つ筈です。
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z = 1とするとパッシブ・ラグリード・フィルタのループゲイン Kf・KVが大きい場合の誤差応答式から
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よって PLLパラメータは以下の値とします。

①ダンピング・ファクタ：z = 1.0

②自然角周波数　　　　：w n = 700

C1 = 3900 pFとすると R2 = 181 kWが求められます。

R1を同様に計算すると 63 kWとなります。

この値をもとに実験しカット・アンド・トライにより以下の回路定数を得ました。

C1 = 3900 pF

R2 = 130 kW

R1 = 3 kW

以上のループ・フィルタ回路定数からz，w nを逆算すると下記になります。

①ダンピング・ファクタ：z = 1.26

②自然角周波数　　　　：w n = 948
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　リファレンス・スプリアスを抑圧するために後段に自然角周波数w nの 10倍程度にカットオフ角周波数w Cを設定し

たラグ・フィルタを構成しました。回路定数はカット・アンド・トライにより下記定数としました。

R3 = 10 kW

CC = 8200 pF

実験結果からカットオフ角周波数を逆算すると下記のようになります。

③カットオフ角周波数：w C = 12200

ここで　
・

w C

CC R
=

1

3

図 4－3　ループフィルタ回路構成
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C�
3 900 pF

CC�
8 200 pF

EOピン�
から�

VCO 部 VT へ�

R2�
130 kΩ

R3�
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4.2　C/Nとロックアップタイム

　本応用回路例でスペクトラム・アナライザを用いてモニタした VCO 原振のキャリア波形とスペクトラム・アナラ

イザのゼロスパン・モードを使って実測したロックアップ・タイムを図 4－4に示します。このように C/N = 69 dBc

（＠8.35 kHz離調，BW：1 kHz），間欠動作における VCO立ち上げ時のロックアップ・タイム t = 18 ms（＠±300 Hz

収束時）を実現しています。この両特性は外付けループ・フィルタ定数によりトレード・オフのため，本特性は一例

です。
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図 4－4　PLL 特性（VCO原振キャリア波形と過渡応答）

REF10.0 dBm ATTEN 20 dB
10 dB／�

MKR △ 8.35 kHz
－69.20 dBhp REF10.0 dBm ATTEN 20 dB

10 dB／�
hp

CENTER 50.000 0 MHz�
 　　　　RES BW 1 kHz VBW 30 Hz

   SPAN 50.0 kHz�
SWP 5.00 sec

CENTER 50.000 050 MHz�
 　　　　RES BW 3 kHz VBW 1 kHz

　  SPAN �0 Hz�
SWP 50.0 msec

MARKER △�
8.35 kHz�
－69.20 dB

SWEEP TIME�
50.0 msec�

（1）50 MHzキャリア波形（N = 6000）

C/N = 69.2 dBc＠8.333 kHz離調，BW：1 kHz

スプリアス：－69.2 dBc＠8.333 kHz（リファ

レンス・スプリアス）

（2）VCO電源を OFF→ON時（PLL側は，VCO・

OFF 時にはパワーセーブ状態で，VCO・ON

と同時にパワーセーブを解除）

ロックアップタイム = 18 ms＠±300 Hz収束時

5．おわりに

　以上，ページャ用 PLL周波数シンセサイザ LSI m PD2845GRの使い方と応用についてご紹介いたしました。この

ように本製品はループフィルタの形式をユーザ側で自由に設計できるため，ページャの仕様に対する設計自由度があ

り，優れた特性を得ることができます。

補　　足　m PD2845GRのご評価用ツールとして「評価用基板」と「データ発生用プログラム」がございます。付録

にその取り扱い説明を行います。
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付　　録

（1）応用評価基板の使用法

　1.1　測定装置

　電源，スペクトラム・アナライザ，データ発生用 PC98パソコン，プリンタ・ケーブル。

　1.2　使用部品

　VCO構成部品，基準発振器構成用 X’talなど，その他外付け部品は「4．応用回路例と特性」をご参照くださ

い。

　1.3　基板に部品を実装

　「4．応用回路例と特性」を参考に外付け回路を設計し，部品を実装してください。

　1.4　測定準備

　・VCO波形をスペクトラム・アナライザでモニタします。

　・ロックアップ・タイム測定は，簡易的にはスペクトラム・アナライザのゼロスパン・モードにより行い，

正確にはタイムインターバル・アナライザにて行ってください。

　1.5　回路定数の調整

　・ロックアップ・タイムは「3．応用設計方法」を参考にして調節してください。

　1.6　備考

　NEC製データ発生プログラムを使用する場合は次項を参照願います。
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図付－1　mm PD2845GR応用評価基板パターン図

NEC

Xtal

VDD1

（VCO）�
VCC

FR

µPD2845GR
RESET

PS

VDD2

IC 実装面�

裏　　面�



14

図付－2　mm PD2845GR応用評価回路実装図（図 4－1ご参照）
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（2）mm PD2845GRデータ発生プログラムの使用法

　はじめに

　m PD2845GR用データ発生プログラムは，NEC製 PC98シリーズパソコンを使用して，PCのプリンタ出力コネ

クタからシリアルデータを出力するソフトウェアです。専用のデータ発生ボードや PC の I/O ボードなどを必要と

せず，簡易的に動作評価を行うことができます。

　1．必要なもの

　PC98シリーズ　パソコン

　プリンタケーブルおよび 36ピン・アンフェノール・コネクタ

　プログラムディスク

　2．プログラムの起動方法

　フロッピィディスクから立ち上げると自動的にデータ発生プログラムが立ち上がります。

　ハードディスク等で使うときは，CONFIG. SYSに PRINT. SYSを設定し，以下のファイルを同一ディレクトリ

に収納した状態で D2845. EXEを実行します。

　　N88BASIC. LIB

　　D2845. EXE

　　D2845. DEF

　3．プログラムの操作方法

　☆基本操作

　トップメニューとサブメニューで構成しています。

　↑↓キーで黒枠が移動します。

　トップメニュー上で↑↓キーにより設定したい項目に黒枠を移動させ，リターンキーを押すとその項目のサブメ

ニューに移ります。

　サブメニュー上で数字を入力し，リターンキーを押すと設定できます。

　トップメニュー上で SPACE キーを押すと現在設定されている内容を IC のデータフォーマットにて出力します

（電源を一度 OFFした後やリセット後に再度同じ動作を行うときなどに使用）。

　HELP キーで現在設定している内容を表示します（設定状態の確認に使用）。他のキーを押すとトップメニュー

に戻ります。

　☆トップメニュー項目

入力信号分周数

リファレンス周波数

FR出力切り換え

　　終　了

　☆サブメニュー項目

①入力信号分周数

入力信号分周数を 10進数で入力してください．1024～262143

－＞　　　分周

　VCO側の Nカウント数（分周数）を 10進数で入力します。
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OP出力切り換えデータを入力してください。

EO端子

（内蔵 CP）

Hi－Z

Hi－Z

使用

使用

－＞

EOP，EON端子

（外付け CP）

OFF　　の時　　00

使用　　の時　　01

OFF　　の時　　10

使用　　の時　　11

　チャージポンプ出力の切り換えをメニュー右に示す 2ビットのデータで入力します。

②リファレンス周波数

リファレンス入力周波数を入力してください

－＞　　　MHz

　基準発振周波数をMHz単位で入力します。

ステップ周波数を入力してください

－＞　　　MHz

　ステップ周波数（ = 位相比較周波数）を kHz単位で入力します。

③ FR出力切り換え

TESTビット入力

00の時　FR出力

01の時　L出力

10の時　UL出力

11の時　PC出力

－＞

　TESTビットの設定を行うサブメニューで，テスト端子（FRピン）の出力を設定できます。通常動作時は L出力

設定（01を入力）してください。

参考

の時　 出力　：テスト端子（ ピン）からの出力は 出力

の時　 出力：テスト端子（ ピン）からリファレンス・カウンタで分周後のパルス（ ）を出力

の時　 出力：テスト端子（ ピン）から（パルススワロ） カウンタで分周後のパルス（ ）を出力

の時　 出力：テスト端子（ ピン）から位相比較器での 信号（ と ）のパルス差を 出力

01

00

11

10 2

L FR Low

FR FR fr

PC FR N fp

UL FR fr fp HIGH

é

ë

ê
ê
ê
ê
ê
ê
ê

ù

û

ú
ú
ú
ú
ú
ú
ú
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　4．出力の取り出し方

　パソコンのプリンタ出力コネクタより m PD2845GR用データを出力させます。

　プリンタ出力コネクタにケーブルを接続し，先端は 36ピン・アンフェノールのメスを取り付けます。36ピン・

アンフェノールのメスは次の様に接続しておきます。

　36ピン・アンフェノールのメスに下図のように配線します。

　2ピン：CLK，3ピン：DATA，4ピン：EN，５ピン：トリガとなります。

　11ピンと 19ピンは GND（ICの GNDと共通）とします。

図付－2　プリンタケーブル外観

18

19

１�

36

CLK

DATA

EN

TRIG

GND

パソコンへ�

　5．プリンタ出力の伝送速度の調整

　ノート・パソコンなど最近の PC98パソコンではプリンタ出力の伝送速度が速いため，NEC製 QUAD　D-TYPE

FLIP-FLOP・IC　m PD74HC175C を用いた変換回路により伝送速度を調整すれば，本プログラムを修正すること

なく評価に使用できます。図付－3にその変換ボードのプリント・パターンを示します（m PD74HC175Cの仕様に

ついてはそのデータシートをご参照ください）。
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図付－3　プリンタ出力　伝送速度変換用ボードのプリント・パターン

VCC

PC98

1

DOS V

TRIG CLK

NEC　D74HC175C　PC98.DOS/V

DATA EN GND

IC実装面

ENGND DATA CLK TRIG

1

VCC

裏　　面

　使 用 法

（1）IC実装面に m PD74HC175Cと 36ピン・アンフェノール・オスのコネクタを差し込み，裏面で半田付けしま

す。

（2）IC実装面に表示している TRIG, CLK, DATA, ENは裏面の四角パターンと対応しています。この四角のパター

ンに ICに接続するデータライン用ケーブルを半田付けします。

（3）36 ピン・アンフェノールのオスとメスをつなげればプリンタ出力の伝送速度は PLL をコントロール可能な速

度となります。

（4）プリンタ出力は 5 V系のため TRIG, CLK, DATA, ENを抵抗分圧により降圧します。

（5）ICの 1ピン，16ピンは PC98の場合，アンフェノール側に接続してください。
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（3）参考資料

　PLLを使った周波数シンセサイザ回路の基礎 資料番号　P12196J

　m PD2845GR　データシート 資料番号　P12150J

その他関連資料

資料名 資料番号

NEC半導体デバイスの信頼性品質管理 IEM-5069

NEC半導体デバイスの品質水準 C11531J

半導体デバイス実装マニュアル C10535J

半導体デバイスの品質保証ガイド MEI-603

民生用高周波デバイス・セレクションガイド P10100J

半導体総合セレクションガイド X10678J

注意　VCOや逓倍器などの周辺回路の設計についてはページャ受信機設計技術に関する文献（たとえばトリケップス

社など）をご覧ください。
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